


どうやって感染するの？

現時点では、

飛沫感染（ひまつかんせん）と
接触感染（せっしょくかんせん）

２つが

考えられます。
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どうやって感染するの？

（１）飛沫感染（ひまつかんせん）

感染者の飛沫（くしゃみ、咳（せき）、つば など）
と一緒にウイルスが放出され、他者がそのウイルスを口
や鼻から吸い込んで感染します。

※感染を注意すべき場面：屋内などで、お互いの距離が
十分に確保できない状況で一定時間を過ごすとき

出典：首相官邸ホームページ



出典：首相官邸ホームページ



（２）接触感染（せっしょくかんせん）
感染者がくしゃみや咳を手で押さえた後、
自らの手で周りの物に触れると感染者のウ
イルスが付きます。
未感染者がその部分に接触すると感染者
のウイルスが未感染者の手に付着し、感染
者に直接接触しなくても感染します。

※感染場所の例
：公園の遊具やベンチ、エスカレーターの
手すり、スイッチなど

出典：首相官邸ホームページ



接触感染（せっしょくかんせん）
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新型コロナウイルスに
感染しないようにするために

まずは、一般的な感染症対策や健康管理を心がけてください。

具体的には、石けんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる
消毒などを行い、できる限り混雑した場所を避けてください。

また、十分な睡眠をとっていただくことも重要です。

また、人込みの多い場所は避けてください。

屋内でお互いの距離が十分に確保できない状況で
一定時間を過ごすときはご注意下さい。

出典：首相官邸ホームページ
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ほかの人にうつさないために
＜咳エチケット＞
咳エチケットとは、感染症を他者に感染させないため
に、咳・くしゃみをする際、マスクやティッシュ・ハン
カチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻をおさえるこ
とです。

対面で人と人との距離が近い接触（互いに手を伸ばし
たら届く距離でおよそ２ｍとされています）が、
一定時間以上、多くの人々との間で交わされる環境は、
リスクが高いです。
感染しやすい環境に行くことを避け、手洗い、咳エチ
ケットを徹底しましょう。

出典：首相官邸ホームページ



1.マスクを着用する。
2.ティッシュ・ハンカチなど
で口や鼻を覆う。

3.上着の内側や袖（そで）で
覆う。

マスクをつけるときは取
扱説明書をよく読み、正
しくつけましょう。
鼻からあごまでを覆い、
隙間がないようにつけま
しょう。

口と鼻を覆ったティッシュ
は、すぐにゴミ箱に捨てま
しょう。

出典：首相官邸ホームページ
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３月２日（月）１３時２０分
「校長による全校放送内容」



みなさん！

明日３日（火）から来週１３日（金）まで、

横浜市の学校では、臨時休業となります。

臨時休業の目的は、
新型コロナウイルスが、
これ以上、広がらないように、

そして、
みなさん一人ひとりの
大切な命と健康を守るために
行うものです。



現在のところ、

新型コロナウイルスに
感染する場合は、

２つの場合が
考えられています。



その２つとは、

「飛沫感染」と

「接触感染」です。



「飛沫感染」とは、

くしゃみ、せき、つばなどと一緒に、
口から、コロナウイルスが飛び出し、

そのウイルスを鼻や口から吸いこんでしまい、
新型コロナウイルスにかかってしまう場合。



「接触感染」とは、

自分の手に、
知らないところで、
ウイルスが
ついてしまって感染する場合。

例えば、公園の遊具やベンチ、
ドアのノブ、エスカレーターの手すり、
スイッチなどが考えられます。



このことから、
明日からの臨時休業の期間中の
過ごし方について、

大切な自分の命と健康を守るために、

これから、大切なことを伝えます。



１つ目は、
人が多く集まる場所や、
用のない外出は、避けてください。

基本的には、
自分の家で、しっかりと

「家庭学習」に取り組むようにして、
過ごしてください。



２つ目は、
自宅においても、咳エチケットと言って、
くしゃみや咳がでる時は、
テッシュやハンカチで、自分の口と鼻を
覆ったり、マスクを正しく着用してください。

そして、家に帰ってきた時や、

ごはんを食べる前などには、こまめに、石鹸を
使うなど、しっかりと、「手洗い」や「うがい」をし
ましょう！



３つ目は、
新型コロナウイルスに
負けない体力をつくるためにも、

早寝・早起き、
バランスのよい食事をとるなど、
「規則正しい生活」をしましょう。



以上、

臨時休業の目的である
新型コロナウイルスが、
これ以上、広がらないようにするために、

そして、
みなさん一人ひとりの
大切な命と健康を守るために、

大切な「お話」をしました。



それでは、

この後、担任の先生方からの「お話」を
しっかりと聞いて、

明日からの臨時休業に備えてください。



拓く














































